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年齢調整 

• 直接法 
Σ（観察集団の年齢別死亡率×標準集団の年齢別人口） 

        標準人口 

×1,000 

• 間接法 
標準集団の死亡率 

×         観察集団の死亡数 

  Σ（観察集団の年齢別人口×標準集団の年齢別死亡率） 

×1,000 
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サンプルサイズの推定 

• どの程度のサンプルがあれば、２つの群
間の効果量effect sizeとする結果因子の差
を認めることが出来るか。 
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目的 

血清コレステロール値と脳卒中発症との間の因果関係につ
いて調べる。 

対象 

 患者群 脳卒中患者 

 対照群 脳卒中既往の無いコントロール群 

    血清コレステロール値200mg/dl±20mg/dl 

 上記２群の血清コレステロール値の差異の検証を行う。 

過去の研究 

 脳卒中の既往のあるヒトと無いヒトの血清コレステロー
ル値の差は10mg/dl（既往有りが高い） 

検証内容 

 ２つの群間で10mg/dlの差を検出するために、患者、コント
ロールは何名必要か？ 
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仮説検定 

 脳卒中患者群とコントロール群では血
清コレステロール値の平均値に差がな
い。 

対立検定 

 脳卒中患者群とコントロール群では血
清コレステロール値の平均値に差があ
る。 

効果量 effect size=10mg/dl 

標準化効果量＝効果量÷標準偏差 

 10mg/dl÷20mg/dl＝0.5 
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